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1安 全こ かつ平等な最善の医療を受ける権利

2疾 患の治療等に必要な情報を得、また教育を受ける権利

3治 療法を自由に選択し、決定する権利

4プ ライバンーが守られる権利

5常 |こ人としての尊厳を守られる権禾」

6医 療上の苦情を申し立てる権利

7継 続して一貫した医療を受ける権利

8生 活の質 (QOL)や 生活背景に配慮された医療を受|する権利
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当院では平成 16年 7月 |こ才一ダリングンステ

ムを導入しました。その後 、平成 18年 4月 に看

護支援システム、平成 18年 5月 |こDPCン ステム、

平成 18年 6月 |こ輸血ンステム、平成 20年 2月 |こ

フイルムレスシステムと徐々|こ病院情報ンステム

を充実させて来ましたが、才一ダリングンテム稼働

後 6年 が経過したため平成 22年 6月 7日 より電子

カルテンステムを導入しました。

電子カルテ導入|こより従来の紙カルテヘの記載

はな<な り、電子カルテ端末から診察記録を入力す

るよう|こなりました。従来より血液検査結果、放射

線検査結果ほ牙一ダリングシステム端末で参照可

能でしたが、生理部門システムも追加され心電図等

も電子カルテ画面で確認できるよう|こなりました。

電子カルテ導入の目的は医療の質の向上、医療安

全と業務の効率化です。

電子カルテ|こほ患者さんの治療内容、検査結果など

多<の 情報が蓄積されますのでそれを分析 し他施

設と比較することで医療の質ほ向上すると思いま

す。また地域連携システムも近日中|こ稼働予定であ

り、忌者さんの同意が得られれば当院で行った採

血、画像診断結果、処方、注射内容をかかりつ|す医

で参照することができるようになり、情報の共有|こ

より緊密な地域連携ができると思います。
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また患者さんのリストバンド、香護師の名本し、輸

波内容のバーコード認証を行い、正しい場合は①の

マークが出るシステムを採用していますので輸液

誤りの減少|こ役立つと思しヽます。今回導入された電

子カルテ|こほ薬物アレルギーを基本情報|こ登録す

るとその薬斉」を処方した際|こ警告が出る機能や抗

がん斉」レジメン機能|こより抗がん斉」の投薬量、投

与間隔|こ電子カルテ|こよるチエツクが入るように

なっており従来以上|こ医療安全|こ配慮 したもの|こ

なってあります。指静脈認証ンステム|こより電子カ

ルテ禾」用者確認もより確実|こ行われるよう|こなり

ました。

業務の効率化|こ関してはカルテ搬送がな<な る

こと、紙と牙一ダリングンステムヘの二重入力がな

<な ることがあ|ザられます。

実際|こ患者さんから見てわかる変更点としては、

本国の診療ご案内、予約票のレイアウトが変わった

こと、予約外の円診の場合ほ各診療科受付ではな<

再来受付機を通していただ<こ と、9月 からほ紙カ

ルテ搬送が減少することがあげられます。

まだ導入されて間もないので患者さんをあ待た

せする場合もあるかとは思いますが、上記のよう|こ

医療の質の向上に役立つ ツ`ールです。ご理解をよろ

し<お 願い致します。
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去る 5月 29日 (土 )の午後 2時 から嬉野市公

会堂|こあいて、日本消化器病学会九州支部主催に

よる 「第 63回 市民公開講座」を開催しました。

今回の世話人を古賀満明院長が務められ、「月千

糞 ・肝がん撲滅を目指して」のタイトルのもと、

第一部では陸上自衛隊東部方面総監部 医務官で

あられる藤岡高弘先生が 「C型 、B型 肝糞といわ

れた人へJと 題して約 1時 間超の講演をされま

した。先生は消化器病 (特|こ肝臓病 )|こついて研

鑽され、「C tt B型肝糞の治療とケア Q&A」 や 「C

型肝糞といわれた人へ」などの著書を書かれた先生で、肝糞治療の大切さ、日頃の検診の重要さ

を3金調されておられました。

第二部では当院の消化器内科 有尾啓介医師による 「肝がん|こ対する早期診断と内科的治療」と

題しての話演と消化器外科 柴 信 一医長|こよる 「肝がん|こ対する外科的治療と肝移植」の講演が

約 1時間行われました。

いずれも、日常生活|こ於いていかに肝臓をいたわることが大切かということがひしひしと伝わっ

て来ました。

当日は初夏の暑い中、嬉野市内外から約 160名 ほどが会場|こ来られ、先生方の講演を熱心に聞

かれ、メモされる方もかられました。

こういう講座を活用し、多<の 力|こ健康を再認識していただけることに役|こ立つことができれ

ば、開催した趣旨が果をせるのではないかと思います。

(文貢 :管理課長 )
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～なぜ専門m 出が必要なの?～

試験検査主任 池 田悦子

近年十こなって、がん孫日胞|こ特異的な分子を標的とした
“
分子標的薬

"な
どの多<の 抗がん

斉」が開発され、また副作用|こ対しても十分な対策が進およう|こなり、以前|こ比べて抗がん剤

治療ほ、よりよい効果と少ない副作用で行うことができるよう|こなってきました。

現在、薬斉」科では注射業の抗がん斉」の調整業務を行っていますが、今回はその目的|こつい

てご紹介させていただきたいと思います。

化学療法で使用される抗がん斉」|こは、がん細胞が増えるのを抑える作用がある一方で、

その使い方を間違えば毒となってしまつものも多<、 また薬の量や使用方法、投与スケ

ジュールが複雑であるなど、その取り扱いには専門的な矢□識が必要なものが多<あ ります。

さら|こ抗がん剤|こほ発がん性、催奇形性などを併せ持つものもあり、抗がん斉」を取り扱う

医療スタッフの被ば<に よる健康上の危険性も報告されています。

薬斉」科では、抗がん剤が清潔かつ安全|こ投与されるため、無菌室|こて安全キャビネット

を使用した注射用抗がん斉」の無菌調製を行つています。無菌室で使用している
“
安全キャ

ビネット
"と

は、一般|こバイ才ハザードの防止|こ用しヽられる設備で、内部の空気が外部|こ

流れ出るのを防ぎ、かつキャビネット内の空気ほ吸ヨされた後、HEPAフ ィルターを通し

て排気されるようになつています。

薬斉」科 で調製 を行 う目的及び利点 と しては

,複雑な投与量 ・点滴速度 ・投与間隔などを複数の薬斉」師でチェックする

。無菌的|こ混合することができる

。医師の負担を減らし、また正確な調製を提供することができる

。医療従事者、患者さんおよびその家族を抗がん斉」|こよる被ば<か ら防ぐことができる

などがあります。
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特|こ乳癌やリンパ性白血病に汎用されるンク

ロホスフアミド (製品名 :ェンドキサン①)ほ 、

23℃で蒸発が認められるため、医療スタッフの

尿中からンクロホスファミドが検出されている

という調査報告があり、健康への影響が危惧さ

れています。そのような危険性が高しヽ薬|こ対し

ては、さら|こ閉鎖式混合ンステムを使用 して、

抗がん斉」の調製時から輸波バックヘの接続、お

よび廃棄時までのエアロゾルや蒸鉢 波体漏れ

などによる被ば<を 防いでいます。製品コスト

や使用操作区慣れが必要などの問題点がありますが、医療スタッフや患者さん ・家族が抗

がん斉」の被ば<か ら保護されるため|こ有用であり、使用が推奨されています。

また、薬剤科での無菌調製は、病院内の委員会|こより取認されたレジメンを対象として

いて、レジメンに基づき投与量や点潤速度、投与期間、副作用予防薬などが適正かどうか

のチェツクを行っています。

現在まだ全ての患者さんの抗がん斉」調製[薬 斉」科が関わることができていませんが、今

後も患者さんがよりよい治療が受|すられるよう、他の院内スタッフとも協力しながら、抗

がん斉」の安全で適正な使用のため|こ努力していきたしヽと思います。

今 後 もしジメン登 録

のご協 力をよろしくお

帰熱 しヽます

寧

安全キャビネットでの調製

【閉鎖式混合ンステム】… 接続していない時ほ閉鎖されていることで曝露を防止します
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一般撮影装置が
憂稲されました

放射線科 井 上行男

今年 3月 、老朽化のため、2番 撮影室の一
般撮影装置一

式が

更新 されま した。X線 撮影装置は、島津社製 (UD 150 40)で

す。デジタルラジ才グラフィー (DR)装置は、F∪』日LM社 製 (DR

CALNEO(DR 1ヽ0300))で間接型_/ラットパネルディテクター(FPD)

を搭載したブッキーテーブルです。この DR装 置の特徴はデジタ

ルカメラのような装置でX線 撮影後、撮影画像が 3秒 で表示され

ます。今までのコンピユーテツドラジ牙グラフィー(CR)は、 1分

程度かかっていたので時間が大幅|こ短縮され、特 こ、整形領域で

患者様
一

人あたりの撮影枚数が多い一
般撮影|こおいて撮影時間が

短紹され、その結果、患者様の待ち時間短縮|こも繋がるよう|こな

りました。それ|こより急憲の撮影や1/A格のいい人の撮影もスムー

ズ|こなりました。X線 撮影装置は、撮影条件がコンソール内|こ多

数設定でき、ワンタツチでの撮影が出来るよう|こなり、迅速 こ撮

影状態|こ移行できるよう|こなりました。
一

般撮影装置一
式の更新

により、検査のスループットおよび検査精度が向上し、被ば<線

量も低減しました。

灘ン轡ン| につ、いて
看護学校 長 島 七

去る、5月 20日 、嬉野市然育館|こて長崎医療センター

附属看護学校を迎えてのスポーツ交歓会が行われまし

た。本年度で長崎医療センターが閉校となるため、長崎。

嬉野合同でのスポーツ交歓会は最後となります。無事終

了することができて安心する反面、寂し<も 思います。

この国|こ向|すて、各学年日頃のストレ又発散も兼ねて、

楽しみながらも一生懸命練習をしてきました。結果は以

下の通りです。

1位  長 崎 3年 生 B

2位  嬉 野 2年 生 B

3位  嬉 野 2年 生 A

1位  嬉 野 2年 生 A

2位  嬉 野 3年 生 B

3位  嬉 野 3年 生 A

一般撮影室 (DR装 置)

操作卓 X線 撮影装置 (左)DR装 置 (右)

バレーボール ドッジボール
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勝敗はありましたが、両校共|こ楽しみ思い出|こ残る 1日となりました。以下|こ学生の感想を紹介しまヴ。

絆 が 添 ま っ た ス ポ
ー

ツ 交 霰 漁  1年 生 68回 生)太 日 美沙

初めてのスポーノ`交歓会ほとても思い出深いものでした。まず鷲いたことは、2年 生の先輩方が中心となって全てを

運営されていたことです。長崎医療センター附属香護学校の先生万や学生の案内はもちろん、交歓会の全てを進行され

ていたことをとても格好よ<感 じました。

どちらの先輩方も掌年のまとまりが強<、 1つのチームを全員が応援されていました。どの先輩方もとても楽しそう

で笑顔がいっぱしヽでした。私たち 1年生は、残念ながら/‐t賞することは出来ませんでしたが、スポーノ`をすることでつ

ラスメイトや先輩万との交流を深めることができました。今回でスポーノ`交歓会が終わってしまうのほとても残念です。

来年はクラスマッチとして同じように学年が 1つ|こまとまれる行事があったらいいなと思います。

ス ポ
ー

プ 斐 留曜塗を 練 威ンて 2年 生 ( 5 7回生)実 行委員 藤ナ|1美咲、森安 周子

長崎 ・嬉野両校のスポーツ交歓会が今年で最後となりました。長年の歴史ある行事が今年最後ということで、両校の

アイデアを盛り込んだ○×ゲームやリレーといった、合同レクレーションを企画しました。とても楽しいレクレーショ

ンができ、より交流を深めることができました。また、バレーボールやドッジボールの試合では、みんな白熟してとて

もいい汗をか<こ とができたと思います。

スポーツ交歓会が終わった後|こ、両校の先輩方から 「楽しかつた」「お疲れ様」という言葉をかすてもらい、とても嬉

しかったです。最後|こ集合写真をとり思い出|こ残る楽しいスポーツ交歓会|こなりました。

1スが一ツ変勧穫喰腫隷繊奄 3年生(56回生)一同

今回、3年生最後となるスポーノ`交歓会を終えました。1年生の時から、長崎医療センター附属看護学校の学生が毎

年 1曽年ずつ減っていき、今年は 1学年であったため、今までに比べてとても少な<「 先輩方から受す継がれてきた伝

統あるスポーツ`交歓会も今年で終わるんだなあ。Jと 改めて実感しました。

ドッジボールは3年連続優勝、バレーボールは今年こそ|よと優勝を目指し、チームー団となって参カロしました。最後

のスポーツ交歓会だからこそ、支えあい、笑いあい、感動ありの最高の締めとなりました。

3年生は実習中だつたため、精一杯身俸を動かすことで気分転換こ繁がることができました。惜し<も優勝をどちらも

逃しましたが、筋肉痛という名の勲章を頂<こ とができました1111

長崎との合同スポーソ`交歓会はこれで終

わりですが、これからも私たち―同の心の

中で良い思い出として残り続けてい<こ と

でしよう 。・・。
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6月 12日 |こ北海道本し幌市で開催された日本医療マネジメント学会

学術総会|こて
“
多職種にお|する患者参画型治療計画の実践

"と
いう

演題で発表をしました。
“
多職種 こお|する患者参画型治療計画

"と
|よ、香護師、医師のみ

ならず患者 こ関わる全ての職種 (多職種)が 参画型計画を通 し、

1つ の目標|こ向かって治療を進めてい<と しヽうものです。実施しよ

うと思ったのは、基礎Ⅲクラスでのケーススタディで一
人の患者|こ

対する香護、これまでの自己の香護を振り返ったのがきっか|すでし

た。これまでは、患者と看護師間は参画型香護計画を用いることで

ケアプランの内容を共有することが出来ていましたが、他の職種の

活動内容や治療経過、目標の把握は十分|こ実施できていないのが現

状でした。多職種が携りながら治療を行つてい<事 が求められる今の医療|こおいて、多職種の活動をそれぞれが把握し、

治療を共 こ実施してしヽ<こ とが重要です。その手段として今回、参画型治療計画を提案し実施しました。それぞれの職

種の活動内容の把握が容易|こなり、また、患者も治療|こ参カロできるという結果が得られました。

今回の学会のテーマほ
“
チーム医療

"で
した。学会のテーマ|こなるほどチーム医療は重要な位置づ|すとなっています。

みなさんも、多職種が介入した場合ぜひ
“
多職種|こおける患者参画型治療計画

"を
行ってみて下さい。

学会では多<の 研究発表がおこなわれており、発表を聞<こ とでの学びもありました。また、開催場所が北海道とい

うこともあり本し幌や小樽の海の幸も堪能することができました。学会|こ参カロできたのも、研究を進める|こあたりご協力

頂いたスタッフの普様のおかげです。ありがとうございました。

・
H ‖|

( H 2 2日6日7 - 9日 8 )

患者参画型治療計画の
実践

独立行政法人国立病院機構嬉野医療センター

久間 麻梨亜、河上 ひとみ、村田 淳子、石橋 富貴子

多職種における

(H22,9.1 (H2298)

(H22.7.1) (H22.9.1)

井手回千佳
(H22.9.6)

也田や よい
(H2271)



平成22年  秋 号 う れ  し  の (9)



(10) う れ  し  の 平成22年  秋 号

特
殊
診
療
の
ご
案
内

ご紹介いただく患者様につきましては可能な限り事前予約をおとりいただきますようにお願い致します。
(当院の受付時間は、午前 8時 30分～午前 11時 00分迄です。)

内  科   系  第 2・第 4木曜日はベースメーカー外来を行っています。

毎週月 ・金曜日の午後は一般外来を受け付けています。(受付 14時～ 16時)
毎週火曜日の午後は乳児健診 (完全予約制) 第 1・3水曜日の午後は循環器外来 (受付 13時～ 16時)★ 予約制

小 児 科 暑暑曇2塗橿骨室皆景軽倉法律覆1誉示増鵬 16橿算再ち時～拓時ま0城舒御
毎月第4木曜日の午後は小児アレルギー外来 (受付 14時～ 17時まで)★ 完全予約制
毎月第2木曜日の午後は小児腎臓外来 (受付時間 13時～ 16時)★ 予約制

外    科  ① 一般外科 ② 呼吸器外科 ③ 消化器外科 ④ 乳腺外科  毎 週月曜日の午後は乳腺外来を行っております。(受付時間 13時半～ 15時)
整 形  外  科  ご 紹介は整形外来宛でお願いします。救急患者については救急室にて対応しております。

泌 尿  器  科  毎 週火 `木曜日の年後は、検査予約外来を行つています。

産 婦  人  科  毎 週月 ・木曜日の午後は母字し育児指導を受け付けています。(受付時間 13時 30分～ 15時 30分)

麻  酔   科  ご 紹介は月曜日でお願いします。救急の場合はこの限りではありません。

呼 吸 器 内 利 午 前
扇」島 佳文
澤井 豊党

中野 浩 文 副島 佳 文

峰松明日香

澤井 豊 光 中野 浩 文

峰松明日香

消 化 器 内 科 午前

吉日  亮 (消化管)

藤瀬 岡」弘 (消化管)

川副 広 明 (肝RIJ)

日

尾

塩

有

英夫 (消化管)

啓介 (肝臓)

福日 浩 子 (消化管)

吉日  亮 (消化管)

鶴日 英 夫 (消化管)

藤瀬 岡 J弘 (消化管)

有尾 啓 介 (肝胴)

福日 浩 子 (消化管)

川副 広 明 (肝臓)

循 環 器 内 科 午前
山万 勇 樹

二宮 院 代

室屋 隆 浩 二 宮 暁代 室屋 隆 港

二宮暁代 (ベースメーカー)

山万 勇 梱

心 臓 f l l l 管外 科 午 前
力武 一 久

大西 裕 幸
力武 ― 久

大西 裕 幸

栢 尿 ・膠 原 内科 午前
森□ 由 香 子

香

史

由

中

□

日

森

森□ 由 香 日中 史 子

森□ 由 香

河音傭 次郎
森□ 由 香

リ ウ マ チ 科 午前
河者8庸次郎 荒武弘

―
朗 荒武弘一

開 日中 史 子

神 経 内 科 午前 活田 貫 光 清日 貴 光
腎 胴 F / m 科午前 中沢将之 (整形で診察) 中沢将之 (整形で診察)

」ヽ 科

午前

午後

小野 晋 康 )内 恵美

乳児検診 (完全予約制)

(診察 1400～ 1600)

佐藤 忠 司

」じ巳神経 第 3水 躍

(診察 1400～ 16:00)

信環器外来 第 1・3水 曜

(診察 13:00～ 16:00)

西 奈 津子

平原 恵 子

」じ電書臓外来 第 2本 躍

内分泌外来  第 3本 躍

」じ巳アレルギー第 4木 躍

(診察 14:00～ 1600)

二

淳

首
ネ

村

部

西

阿
任際 思 司

小野 晋 康

(診察 14:00～ 16:00)

西 奈 津子

刀じ巳神経 第 2金 躍

(診察 1400～ 1600)

科

午前
之忠岡

①②④
一

古川 克 郎

①②④
黛  和 夫

①③
柴崎 信一

①③
和日 英 雄

富永 哲 郎

①③午後
岡忠之1古川克郎(乳煉外来)
(受付13時半～1589(完全予約制)

整  形  外  科 午 前

村日 雅 和

森□  昇

橋本  哲

塚本 正 紹

島内誠一
郎

日浦 智 之

古市  楢

村日 雅 和

島内誠一
郎

塚本 正 紹

森□  昇

古市  格

日浦 智 之

橋本  哲
脳 神 経 外 科 午 副 宮園 正 之 目園 正 之

皮 唐 科 午 前
六仁日亜紀 (新忌)

大久保lb~美 (再来)

大久保佑美 (新患)

大仁日亜紀 (弓来)

六仁日亜紀 (新患)

大久保佑美 (再来)

大久保lo~美 (新患)

大仁日亜紀 (円来)

大仁日亜紀 (新患)

大久保la~美(再来)

泌 尿 器 科
午 前

谷□ 啓 輔 (再来)

青木 大 勇 (新患)

谷□ 啓 輔 (新患)

青木 大 勇 (再来)

谷□ 啓 輔 (新患)

青木 大 勇 (再来)

□

木

谷

言

啓輔 (高来)

大勇 (新黒)
午後 予約外来 予約外来

婦 人 科 午 前
一

瀬 俊介 浸□ 大 輔 潰□ 大 輔

産 科

午前

年後

渭□ 大 輔

動産師外来 (14時～16時)

(完全予締 め

瀬 俊 介
動産師外来 (90寺～163つ

(完全予約制)

漬□ 大 輔

動産師外来 (14時 ～168∋

(完全予約制)

涌 俗 介

眼 科

午前 村日 和久 (予約制) 特殊検査・特殊治療 (予約制) 村日 和 久 (予約制) 村 日 和久 (予約制) 村田 和 久 (予約御め

午 後
予約外来

(特殊検査 ・特殊治原)

(手術) 予約外来

(特殊検査 `特殊治猿)

予約外来

(特殊検査 ・特殊泊猿)

予約外来

(特殊検査 `特殊治療)

耳 鼻 咽 l l R 科

午前
吉日 晴 郎 (再来)

畑地 憲 輔 (新患)

日

地

首

畑

情郎 (新思)

憲輔 (再来)

吉日 晴 郎 ・畑地 憲 輔

(診察 13:00～ 16:00)

百日 情 FBく再来)
畑地 憲輔 (新忠)

吉日 晴 郎 (新思)

畑地 震 輔 (目来)

午後

放 射 線 科 午前

牧野 謙 二

福井健一
郎

福日 雅 敏

牧野 謙 二

福井健一
郎

福日 雅 敏

牧野 謙 二

福井健
―

郎

福日 雅 敏

牧野 謙 二

福井健
―

郎

福日 雅 敏

牧野 謙 二

福井健
一

郎

福田 雅 敏

麻  酔   科
(ベインクリニック)

午 前
香月  亮

島川 勇 介

香月

島川

一見

介勇

香用  亮

島川 勇 介

香月

島川

一見

介勇

香月  亮

島川 勇 介

放  急   科
(8:30-17115)

吉田 昌 人

藤原 紳 祐

人

祐

昌

紳

日

原

古

藤

吉日 昌 人

藤原 紳 祐

吉日 昌 人

藤原 紳 祐

首日 昌 人

藤原 紳 祐

201010 1

編
集
後

記

「豪雨」「猛暑」と今年の夏は異常気象続きであった。ツクツクボウシの鳴き声を耳にするものの、

どうもまだ季節とマッチ していないような天候が続いている。今年は多くの観測地点で過去最高

を記録 したと聞く。身体へのダメージも何かしらあっているはず。

皆さん、体調管理には一層注意 しましょう。

私はもっぱら、早寝早起き朝ご飯の励行をしている。

編集委員
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